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表紙写真：グリーンフェスタ2015
５月３日・４日に華蔵寺公園で開催され
た「グリーンフェスタ2015」。マスのつか
み捕りが行われた親水池には、元気に魚
を追いかける子どもたちの歓声が響きま
した。マスを捕まえると、子どもたちは
うれしそうな笑顔を見せてくれました。
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介護保険制度が変わります

超
高
齢
社
会
の
到
来

　
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
本
市
の
高

齢
化
率
は
約
22
％（
４
月
１
日
現

在
）で
、
既
に
超
高
齢
社
会
が
到

来
し
て
い
ま
す
。
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
、
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
掛
か
る
費
用（
介
護
給
付

費
）も
年
々
増
加
し（
グ
ラ
フ
１
）、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

平
成
37
年
度
ま
で
は
、
い
ず
れ
も

増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
社
会
を
目
指
し
て

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
そ
れ

に
伴
い
介
護
給
付
費
が
増
加
す
る

中
で
、
介
護
保
険
を
将
来
に
渡
っ

て
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
、

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
今
回
の
制
度
改
正
を
踏

ま
え
て
、
第
６
期
伊
勢
崎
市
介
護

保
険
事
業
計
画（
平
成
27
～
29
年 

度
）を
作
成
し
ま
し
た
。
介
護
、

介
護
予
防
、
医
療
、
生
活
支
援
、

住
ま
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

供
給
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」の
構
築
な
ど
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
健
康
長
寿
社
会
を
目
指
し

て
、
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
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平成
24年度

約114億円

7,827人7,827人 8,280人8,280人 8,694人8,694人 9,149人9,149人 9,435人9,435人 9,783人9,783人
約119億円

平成
25年度

約125億円
（見込み）

平成
26年度

約137億円

平成
27年度

約141億円

平成
28年度

約144億円

平成
29年度

総
給
付
費（
億
円
）

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数（
千
人
）

推計値

地域で支え合い、安心して生き生き暮らすことができる健康長寿社会を目指して

介護保険制度が変わります
地域で支え合い、安心して生き生き暮らすことができる健康長寿社会を目指して

　介護保険制度は開始から15年が経過しました。市の介護保険事
業を運営するに当たっては、３年を１期として事業計画を策定す
ることになっており、平成27～29年度は第６期となります。本
年度からの制度の主な変更点をお知らせします。

問い合わせ　介護保険課（☎27－2742）

介護保険制度 主な改正点

介護サービス利用料金の改定

変更点
制度改正

変更点
介護報酬

超
高
齢
社
会
を
支
え
る
介
護
保
険
制
度

 キーワード

総人口に対して65歳以上の高齢者の
人口が占める割合を「高齢化率」とい
います。高齢化率が14％を超えた社
会は「高齢社会」、21％を超えた社会
は「超高齢社会」と呼ばれています。

高齢化率？
　　　超高齢社会？

グラフ１　本市の要介護・要支援認定者数と介護給付費の推移

特別養護老人ホームに新規入所できるのは、
原則として要介護３以上の人に
　重度の要介護状態の人が、より優先的に施設に入所
できるよう、制度が見直されました。ただし、要介護
１・２でもやむを得ない事情があれば、入所が認めら
れる場合があります。

一定以上の所得がある人は、介護サービス
利用時の自己負担が２割に
　現在、介護サービスを利用した際の自己負担は１割
ですが、本人の合計所得金額が160万円以上の人は、
利用者負担が２割になります。
　 ※同一世帯内の65歳以上の人（第１号被保険者）の
「年金収入とその他の合計所得金額」の合計が、単身
で280万円未満、２人以上の世帯で346万円未満の
場合は、１割負担

高額介護サービス費の上限額を引き上げ
　同じ月に利用した介護サービスの利用者負担が一定
額を超えた場合、「高額介護サービス費」が給付され、
負担が軽減されています。この高額介護サービス費の
利用者負担の区分などが変更されます。

　 ※「現役並み所得相当」＝課税所得が145万円以上
（同一世帯内の第１号被保険者の収入が、単身の場
合383万円未満、２人以上の場合520万円未満の人
は、現役並み所得相当に該当しません）

所得が少ない人の居住費・食費の負担軽減の
要件に預貯金や配偶者の所得などを追加
　介護の施設入所などの費用のうち、居住費と食費は
自己負担が原則ですが、所得が少ない人については自
己負担の上限が設けられています。本人の申請に基づ
き、上限を超えた分は介護保険から給付されますが、
この給付を受けるための要件が変更されます。

所得が少ない人に対する保険料軽減を拡充
　市民税非課税世帯のうち、特に所得が少ない人につ
いて、公費を投入して保険料をさらに軽減します。

４月から改定された介護報酬　改定率は全体でマイナス2.27％
　介護サービスの利用料の基準となる介護報酬は、これまでと比べて2.27％
の減額となりました。その理由と内訳は以下のとおりです。
●介護職員の処遇を改善するため　プラス1.65％
●介護サービスを充実させるため　プラス0.56％
●介護サービスの単価を下げるため　マイナス4.48％
　※利用するサービスの内容により、利用料が下がらないこともあります

第１段階の人 保険料基準額に対する割合を0.5
から0.45に軽減（５ページ参照）

配偶者が市民税を課税されている場合
は給付の対象外。また施設入所に当た
り、世帯分離をしている配偶者も同一
世帯として算定

配偶者の
所得

一定額を超える預貯金などがある場合
（単身の場合1,000万円超、夫婦の場
合2,000万円超）は、給付の対象外

預貯金
など

遺族年金
障害年金 平成28年８月から収入として算定

平成27年４月からの変更点

平成27年８月からの変更点

平成28年度以降の変更点
新しい介護予防・日常生活支援総合事業を開始
　要支援１・２の人が利用する訪問介護・通所介護に
ついては、市町村が行う介護予防・日常生活支援総合
事業に移行します。これまでの全国一律のサービスか
ら、より地域の実情に合った多様なサービスに見直し
ていきます。

「現役並み所得
相当」の人

１カ月の自己負担の限度額が3万
7,200円から4万4,400円に引き
上げられます

「介護報酬」とは、介護サービ
スを提供した事業者・施設に
支払われる報酬のこと。介護
サービス利用料金の１割を利
用者が負担し、残りの９割は
介護保険から支払われます。

全体で
マイナス2.27％
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今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
少

し
で
も
介
護
に
掛
か
る
費
用
を
抑

制
す
る
こ
と
が
大
き
な
狙
い
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
自
身
が

な
る
べ
く
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
健
康
寿
命
と

い
う
も
の
を
意
識
し
な
が
ら
、
社

会
で
の
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
推
し
進
め
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
実
質
的

な
人
手
や
そ
れ
に
見
合
う
財
源
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
を
運
営
す
る
上
で
の

課
題
は
何
で
す
か
？

　
介
護
給
付
費
を
い
か
に
抑
え
ら

れ
る
か
が
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
介
護
予
防
は
、

介
護
保
険
の
事
業
か
ら
市
町
村
の

事
業
に
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
。

介
護
予
防
費
が
増
え
て
い
っ
て
も
、

第
６
期
で
介
護
給
付
費
を
抑
制
で

き
れ
ば
、
伊
勢
崎
市
が
効
果
的
な

取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
証
し
に

な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

介
護
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た

っ
て
維
持
し
て
い
く
に
は
？

　
行
政
も
住
民
も
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
も
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
伊

勢
崎
市
の
介
護
保
険
の
現
状
を
理

増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
を
抑
制

し
て
い
か
な
い
と
、
若
い
世
代
に

負
担
が
か
か
っ
て
き
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
う
点
も
踏
ま
え
た
制

度
の
見
直
し
で
す
。

　
伊
勢
崎
市
は
高
齢
化
率
が
約
22 

％（
４
月
１
日
現
在
）で
、
要
介
護

認
定
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事
業
者
も
比

較
的
充
足
し
て
い
る
の
で
、
ど
ん

ど
ん
介
護
保
険
を
使
え
ば
、
介
護

給
付
費（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

掛
か
る
費
用
）も
増
加
し
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
ど
ん
な
点
で
す
か
？

　
一
つ
目
は
、
10
年
後
の
２
０
２ 

５
年
を
見
据
え
た「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」の
た
め
の
最

初
の
３
年
間
で
あ
る
こ
と
。
特
に

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
、

認
知
症
政
策
の
推
進
、
地
域
ケ
ア

会
議
の
推
進
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は「
費
用
負
担
の
公
平

化
」で
す
。
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
料
軽
減
の
拡
充
は
、
本
年
度
、

公
費
の
投
入
が
部
分
的
な
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
る
平
成
29

年
４
月
か
ら
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
を
対
象
に
最
大
で
70
％
減
額
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
所
得
や
収
入
が
あ
る

人
に
は
し
っ
か
り
と
負
担
し
て
も

ら
う
と
い
う
点
で
、
保
険
料
の
上

昇
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
を

目
的
に
自
己
負
担
額
を
増
や
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
施
設
入
所
者
の
居
住
費

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
実
施

　
急
激
な
高
齢
化
に
伴
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
、
第
５
期（
平
成
24
～
26

年
度
）に
お
い
て
介
護
給
付
費
準

備
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め
保
険

料
の
上
昇
を
緩
和
す
る
抑
制
財
源

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
介
護
保

険
事
業
の
運
営
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
第
６
期
で
は
保

険
料
の
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
６
期
の
65
歳
以
上
の
人
の
保

険
料
は
、
本
市
で
は
負
担
能
力
に

応
じ
て
12
段
階
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
所
得
の
少
な
い
第
１
段
階
の

人
の
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
の
制

度
改
正
に
よ
り
基
準
額
に
対
す
る

割
合
が
０
・
５
か
ら
０
・
45
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
所
得
が
比

較
的
多
い
人
に
つ
い
て
は
所
得
段

階
を
細
分
化（
第
９
～
12
段
階
）し
、

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

第
６
期
の
本
市
の
介
護
保
険
料
は

全
国
平
均
よ
り
も
高
め
に

　
第
６
期
の
保
険
料
基
準
額
を
月

額
平
均
に
す
る
と
、
全
国
平
均
が

５
５
１
４
円
、
群
馬
県
平
均
が
５ 

７
４
９
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
本

市
で
は
５
９
０
８
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

者
の
増
加
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

と
食
費
に
関
し
て
は
、
誰
で
も
同

一
金
額
で
利
用
で
き
て
い
ま
す
が
、

資
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

れ
で
は
不
公
平
な
状
態
が
生
じ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
資
産
を
含

め
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
に
は
、

き
ち
っ
と
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
費
用
負
担
の
公
平

化
と
い
う
点
は
、
少
し
は
改
善
さ

れ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
介
護
保

険
事
業
に
必
要
な
費
用
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
に
掛
か
る

費
用
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

加
入
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
保
険
料

負
担
が
増
え
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
が
保
険
料
の
抑
制
に

　
本
市
で
は
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
の
低
下

を
確
認
す
る「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」を
送
付
し
、
そ
の
回
答
を

基
に
介
護
予
防
教
室
の
対
象
者
を

把
握
し
、
順
次
、
案
内
を
通
知
し

て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
の
目
的
は
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
で
き

る
限
り
防
ぎ
、
介
護
が
必
要
と
な

っ
て
も
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
、

心
と
体
の
状
態
を
改
善
す
る
こ
と

で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
日
頃

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適

度
な
運
動
な
ど
を
心
掛
け
る
こ
と

が
介
護
予
防
の
基
本
で
す
。
介
護

予
防
の
取
り
組
み
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
掛
か
る
費
用
の
抑
制
、
ひ
い

て
は
介
護
保
険
料
の
上
昇
の
抑
制

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、

介
護
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎

（27）
２
７
４
５
）へ

介護保険料の見直し（第６期）変更点
介護保険料

第１号被保険者の所得段階と介護保険料（第６期・伊勢崎市）
所得段階 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階 第７段階 第８段階 第９段階 第10段階 第11段階 第12段階

対象者

●生活保護を受給
している人
●世帯全員が市民
税非課税で老齢福
祉年金を受給して
いる人
●世帯全員が市民
税非課税で本人の

「公的年金等収入
金額」と「合計所得
金額」の合計が80
万円以下の人

本人が市民税非課税
本人が市民税課税世帯全員が市民税

非課税の人
同じ世帯に市民税
課税者がいる人

本人の「公的年金等収入金額」と
「合計所得金額」の合計が 本人の「合計所得金額」が

80万円を
超え120
万円以下
の人

120万円
を超える
人

80万円以
下の人

80万円を
超える人

125万円
未満の人

125万円
以上190
万円未満
の人

190万円
以上290
万円未満
の人

290万円
以上400
万円未満
の人

400万円
以上500
万円未満
の人

500万円
以上600
万円未満
の人

600万円
以上の人

割合 基準額×0.45 基準額
×0.7

基準額
×0.75

基準額
×0.875 基準額 基準額

×1.2
基準額
×1.3

基準額
×1.5

基準額
×1.7

基準額
×1.85

基準額
×1.9

基準額
×2

保険料額
/年 3万1,900円 4万9,600円 5万3,100円 6万2,000円 7万0,900円 8万5,000円 9万2,100円 10万6,300円 12万0,500円 13万1,100円 13万4,700円 14万1,800円

制度改正のねらいはインタビュー

　東京福祉大学社会福祉学部社会福祉学科の
准教授で、本市の介護保険運営協議会委員も
務めている岡田稔さんに、今回の制度改正に
ついて話を聞きました。

インタビュー

岡
おか

田
だ

 稔
みのる

 さん
東京福祉大学社会福祉学部准教授

解
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
率
が
高

く
な
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
た
く

さ
ん
使
っ
て
い
る
か
ら
保
険
料
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

人
に
も
関
係
し
て
き
て
い
る
こ
と

で
す
。
具
体
的
に
数
字（
介
護
保
険

料
）と
し
て
自
分
た
ち
に
跳
ね
返
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
い

と
、
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
保
険
料
を
負
担
し
て
い

る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
サ
ー
ビ
ス
を

使
え
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
に
、
健
康
高
齢
者
、
健
康
寿

命
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
よ
う
な

体
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
、
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

65歳以上の人（第１号被保険者）介護保険料の算定
介護保険料は 基準額を基に決められます
　介護保険制度の財源は、50％が40歳以上の人が支払う介護保険料

（65歳以上の人が22％、40歳から64歳までの人が28％）、残りの50 
％が公費（国・県・市の負担金＝税金）で賄われています（グラフ２）。
　65歳以上の人の介護保険料は、「基準額」を基にして、本人と世帯
の課税状況や所得に応じて段階的に決められます。40歳から64歳ま
での人の介護保険料は、加入する健康保険の算定方法により決まり、
健康保険の保険料と合わせて支払います。
　介護保険料は、３年ごとに見直しを行うことになっています。

基準額
（年額）

伊勢崎市で介護保険の
給付に掛かる費用

65歳以上の人の
負担分（22％）　

  伊勢崎市の
65歳以上の人数＝ × ÷

10
年
後
を
見
据
え
た
大
き
な
制
度
改
正

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
重
要

国の負担金
25%

国の負担金
25%

県の負担金
12.5%
県の負担金
12.5%

市の負担金
12.5%
市の負担金
12.5%

65歳以上の
人の保険料
22%

65歳以上の
人の保険料
22%

40歳から
64歳までの
人の保険料
28%

40歳から
64歳までの
人の保険料
28%

保険料
50%

公費
50%

基準額の決め方

グラフ２　介護保険の財源の内訳
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期
日　
６
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
赤
堀
花
し
ょ
う
ぶ
園
イ
ベ

ン
ト
会
場

内
容

●
13
日（
土
）＝
琴
の
演
奏
、
野
だ

て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
・
花

し
ょ
う
ぶ
の
苗
の
無
料
配
布
な
ど

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

　
私
立
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
就
園

さ
せ
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
就

園
に
掛
か
る
保
育
料
の
一
部
を
下

表
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
移
行

し
て
い
な
い
市
外
の
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
就
園
さ
せ
て
い
る
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を

軽
減
し
ま
す

　
私
立
幼
稚
園
に
第
３
子
以
降
の

子
ど
も
を
就
園
さ
せ
て
い
る
世
帯

に
対
し
て
、
保
育
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
移
行
し
て
い
な
い
市

外
の
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
就
園
さ

せ
て
い
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
補
助
金
額（
年
額
）の
上
限
は
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
と
合

わ
せ
て
、
第
３
子
以
降
の
園
児
１

人
当
た
り
30
万
８
０
０
０
円
ま
で

で
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
平
成
26

年
12
月
31
日
現
在
19
歳
未
満
の
扶

養
親
族
が
３
人
以
上
い
る
世
帯

期
日　
７
月
22
日（
水
）

時
間　
午
前
８
時
40
分
市
役
所
集

合※
午
後
４
時
解
散
予
定

見
学
コ
ー
ス　
市
役
所
出
発
→
昭

和
電
工
㈱
→
明
星
電
気
㈱
→
ス
マ

ー
ク
伊
勢
崎
→
上
毛
新
聞
印
刷
セ

ン
タ
ー
→
市
役
所
解
散

※
市
有
バ
ス
を
使
用
し
ま
す

※
ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎
で
昼
食
休
憩

を
取
り
ま
す

対
象　
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

※
小
学
生
だ
け
で
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん

定
員　
30
人（
抽
選
）

内
容　
工
場
見
学
、
製
品
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
見
学
、
化
学
実
験
、
製
品

デ
モ
体
験
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア

ー
な
ど

※
見
学
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
各

企
業
へ
の
直
接
の
問
い
合
わ
せ
は

遠
慮
し
て
く
だ
さ
い

参
加
料　
無
料

赤
堀
花
し
ょ
う
ぶ
園
ま
つ
り
２
０
１
５

　
国
指
定
史
跡「
女お

ん
な

堀ぼ
り

」の
遺
構
を
利
用
し
た
赤
堀
花
し
ょ
う
ぶ
園
に
は
、

白
や
紫
な
ど
、
お
よ
そ
２
万
４
千
株
の
花
し
ょ
う
ぶ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
６
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
一
斉
に
咲
き
そ
ろ
う
花
し
ょ
う
ぶ
の

景
色
は
、
訪
れ
た
人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

　
花
し
ょ
う
ぶ
の
開
花
に
合
わ
せ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ　
赤
堀
経
済
振
興
室（
☎

（62）
９
７
９
１
・
☎

（62）
１
１
５
１
）

　
　
　
　
　
　
　
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

　
６
月
中
旬
に
各
幼
稚
園
で
調
書（
申
請
書
）を
配
布
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
７
）

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
場
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
裏
側
を
親
子
で
見
学
し
、「
も
の
づ
く
り
」や「
楽
し

く
買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　
企
業
誘
致
課（
☎

（27）
２
７
５
６
）

●
14
日（
日
）＝
琴
や
和
太
鼓
の
演

奏
、
野
だ
て
、
給
水
車
に
よ
る
飲

料
水
サ
ー
ビ
ス
な
ど

※
各
種
無
料
配
布
は
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す（
先
着
順
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

Ｍメ

イ

ド

ａ
ｄ
ｅ 

ｉイ

ンｎ 

い
せ
さ
き
企
業
・
工
場

親
子
見
学
会 

参
加
者
募
集

※
昼
食
代
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み　
参
加
者
全
員
の
住
所・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
は

が
き
を
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
企
業
誘
致
課
へ

※
１
組
３
人
ま
で
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
企
業
誘
致

課「
企
業
工
場
見
学
会
」係
、

（24）

５
２
５
３

締
切
日　
６
月
26
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

平成27年度 私立幼稚園就園奨励費補助金の保育料補助（軽減）限度額（１人当たり）

平成27年度の
市民税額による

世帯区分

小学１年生から３年生までの
兄・姉がいない場合

小学１年生から３年生までの
兄・姉がいる場合（※）

同一世帯
園児１人目

同一世帯
園児２人目

同一世帯
園児３人目

以降
同一世帯

園児１人目
同一世帯

園児２人目
以降

生活保護世帯 30万8,000円 30万8,000円 30万8,000円 30万8,000円 30万8,000円

非課税の世帯
所得割非課税世帯 27万2,000円 29万0,000円 30万8,000円 29万0,000円 30万8,000円

所得割課税額が
7万7,100円以下の世帯 11万5,200円 21万1,000円 30万8,000円 21万1,000円 30万8,000円

所得割課税額が
21万1,200円以下の世帯 6万2,200円 18万5,000円 30万8,000円 18万5,000円 30万8,000円

上記以外の世帯 15万4,000円 30万8,000円 15万4,000円 30万8,000円

●所得が未申告の人は対象になりません。また補助金額は減額される場合があります
※小学１年生から３年生までの兄・姉が２人以上いる場合は、全ての園児について「同一世帯の園児２人目以降」の区分
になります

期
日　
６
月
14
日（
日
）

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

会
場　
あ
ず
ま
水
生
植
物
公
園

内
容　
野
だ
て
、
和
太
鼓
演
奏
、

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
苗
木
・
花
苗
の
無
料
配

布
、
寄
せ
植
え
教
室
、
農
作
物
の

直
売
、
消
防
防
火
Ｐ
Ｒ
な
ど

※
各
種
無
料
配
布
は
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す（
先
着
順
）

※
寄
せ
植
え
教
室
は
、
参
加
料
５ 

０
０
円（
材
料
費
）が
掛
か
り
ま
す

あ
ず
ま
水
生
植
物
公
園
ま
つ
り

　
祭
り
の
期
間
中
は
、
市
内
物
産

品
の
即
売
会
や
、
伊
勢
崎
ま
ち
ガ

イ
ド
に
よ
る「
花
し
ょ
う
ぶ
園
め

ぐ
り
」を
行
い
ま
す
。

　
会
場
周
辺
は
歩
行
者
専
用
と
な

り
ま
す
。
車
で
来
園
す
る
場
合
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
車
は
有
料

の
臨
時
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ

さ
い
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

　
６
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）は
、

伊
勢
崎
駅
北
口
か
ら
赤
堀
花
し
ょ

う
ぶ
園
ま
で
の
区
間
を
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
40
分
ご
と
に
運
行
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
あ
ず
ま
水
生
植
物
公
園
で
は
、
花
し
ょ
う
ぶ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
ひ
と
と
き
、
紫
色
に
咲
く
花
し
ょ
う
ぶ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
あ
ず
ま
経
済
振
興
室（
☎

（62）
９
９
１
３
・
☎

（62）
１
３
１
１
）

　
　
　
　
　
　
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

イベント会場

歩行者専用

P

県立ふれあい
スポーツプラザ

上武道路

波志江沼環境
ふれあい公園

波志江沼

無料シャトルバス
停留所

北関東自動車道
波志江PAスマートIC

赤堀
花しょうぶ園

臨時駐車場
（普通自動車＝300円）

東大室町

17

50

聖苑入口

華蔵寺公園
（北）入口

北関東自動車道

17

東町

上
武
道
路

あずま支所

小泉稲荷
大鳥居

桐生
伊勢
崎線

足利
伊勢
崎線

東消防署

早
川

あずま中学校
あずま小学校

あずま南小学校

流通団地東

あずま水生植物公園

美しく咲きそろう花しょうぶ

楽しいあずま水生植物公園まつり

スマーク伊勢崎も見学します

案内図

案内図

N

N
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市民病院職員を募集します 市職員を募集します
　平成27年度市職員採用試験（平成28年４月採用）を、次のとおり行います。　平成27年度市民病院職員採用試験（平成28年４月採用）を、次のとおり行います。

【試験案内・申込書の配布】
●窓口での配布　職員課・各支所庶務課で配布します
●市ホームページからダウンロード
● 郵送で請求　封筒に受験する「試験区分」を朱書きし、120円分の切手を貼っ

た返信用封筒（Ａ４判が入るサイズ）を同封して郵送してください
宛先　〒372－8501　（住所不要）　市役所職員課

【申し込みの受け付け】
　申込受付期間内に、本人が職員課に申込書を提出してください。都合によ
り本人が直接提出できない場合は、代理人または郵送による提出も受け付け
ます。
問い合わせ　職員課（☎27－2705）
　　　　　　幼稚園教諭は学校教育課（☎27－2788）
　　　　　　消防職は消防本部総務課（☎25－3511）

【試験案内・申込書の配布】
　市民病院企画財政課の窓口で配布します。市民病院ホームペ 
ージからダウンロードもできます。

【申し込み】
　６月22日（月）までに申込書を直接市民病院企画財政課に提
出してください。

【注意事項】
●郵送による申込書の配布・受け付けは行いません
● 市職員採用試験（８ページ参照）と市民病院職員採用試験の両

方を受験することはできません
問い合わせ　市民病院企画財政課（☎25－5022）

【注意事項】
● 第１次募集を受験した人

は、第２次募集は受験で
きません。また市民病院
採用試験（９ページ参照）
と市職員採用試験の両方
を受験することはできま
せん

● 募集人数は、今後の事業
計画などにより変更する
場合があります

看護職就職説明会
期日　６月13日（土）
時間　午前の部＝午前10時～正午
　　　午後の部＝午後２時～４時
会場　市民病院10
　階中会議室
申 し込み　電話で
　市民病院看護部
　長室（☎25－50
　22）へ

均
等
割
・
平
等
割
が
減
額
と
な
る

所
得
基
準
を
変
更

　
国
保
税
は
、
世
帯
主
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
の
前
年
所
得
の

合
計
が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
っ

た
場
合
、
均
等
割
と
平
等
割
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
減
額
の
割
合
は
、

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
減
額
の
所
得
基
準

と
課
税
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
３
６
）

国
保
税
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

所
得
に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２

割
で
す
。
こ
の
う
ち
５
割
減
額
と

２
割
減
額
の
所
得
基
準
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
表
１
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

課
税
上
限
額
を
変
更

　
国
保
税
の
課
税
額
は
、
医
療
分・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
納

付
金
分
を
合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。
三
つ
の
項
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ 

年
間
の
課
税
額
の
上
限
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税

上
限
額
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
表

２
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

採用試験の日程表

試験区分 募集
人数 受験資格 年齢要件 試験案内配布

および申込受付 試験日

第
１
次
募
集

事務Ⅰ 33人
程度 学歴や資格などは問いません 昭和62年４月２日から

平成６年４月１日まで
に生まれた人

期間
６月１日（月）から
12日（金）まで
　 ※土・日曜日は

除きます

時間
午前８時30分～
午後５時15分

１次試験
７月26日（日）

２次試験
８月下旬

３次試験
９月中旬

土木 ２人
程度

土木に関する専門課程を修了また
は修了見込みの人

実務経験者 ５人
程度

次のいずれかの資格・免許などの
取得者
①１級または２級土木施工管理技士
②一級建築士
③ボイラータービン主任技術者
④第二種電気主任技術者

昭和54年４月２日以降
に生まれた人

第
２
次
募
集

事務Ⅱ ４人
程度

学歴や資格などは問いません
　 ※大卒および大卒見込み、４年

制大学在学中の人は応募できま
せん

平成３年４月２日から
平成10年４月１日まで
に生まれた人

期間
８月３日（月）から
14日（金）まで
　 ※土・日曜日は

除きます

時間
午前８時30分～
午後５時15分

１次試験
９月20日（日）

２次試験
10月中旬

　 ※保育士は
上記に加え
実技試験を
実施します

社会福祉士 ２人
程度

「社会福祉士及び介護福祉士法」に
基づく、社会福祉士の資格を有す
る人または採用時までに取得見込
みの人

昭和54年４月２日から
平成６年４月１日まで
に生まれた人

保育士 ２人
程度

保育士の資格を有する人または採
用時までに取得見込みの人

昭和61年４月２日以降
に生まれた人

幼稚園教諭 ２人
程度

幼稚園教諭の資格を有する人また
は採用時までに取得見込みの人

昭和60年４月２日以降
に生まれた人

実務経験者 ２人
程度 管理栄養士の資格を有する人 昭和54年４月２日以降

に生まれた人

消防職 ３人
程度 詳細は、本紙８月１日号でお知らせします

第
３
次
募
集

事務Ⅲ
（身体障害者
を対象）

２人
程度

身体障害者手帳の交付を受けてい
る人で、自力による通勤ができ、
介助なしに職務の遂行ができる人。
また活字印刷文による筆記試験と
口述による面接試験に対応できる
人
　※学歴は問いません

昭和31年４月２日から
平成10年４月１日まで
に生まれた人

期間
８月31日（月）から
９月11日（金）まで
　 ※土・日曜日は

除きます

時間
午前８時30分～
午後５時15分

１次試験
10月18日（日）

２次試験
11月上旬

技能労務
（調理員）

４人
程度 学歴や資格などは問いません

昭和31年４月２日から
平成10年４月１日まで
に生まれた人

採用試験の日程表

募集職種 募集人数 受験資格 年齢要件 試験案内配布
および申込受付 試験日

看護師 40人程度 免許取得者または採用時まで
に取得見込みの人

昭和45年４月２日以降
に生まれた人

期間
６月１日（月）から
22日（月）まで
　 ※土・日曜日は

除きます

時間
午前８時30分～
午後５時15分

１次試験
７月25日（土）

２次試験
８月下旬

診療放射線技師 １人程度

それぞれの免許取得者または
採用時までに取得見込みの人

昭和56年４月２日以降
に生まれた人

臨床検査技師 ２人程度
理学療法士 １人程度
作業療法士 ２人程度
言語聴覚士 １人程度
臨床工学技士 １人程度
歯科衛生士 １人程度
薬剤師 ２人程度

病院事務 １人程度 学歴や資格などは問いません
昭和62年４月２日から
平成６年４月１日まで
に生まれた人

１次試験
７月26日（日）
２次試験
８月下旬

表１　国保税減額の基準となる所得額と減額割合

世帯（世帯主と被保険者）の前年所得の合計 減額割合

33万円以下の場合 ７割を減額

33万円＋（26万円×被保険者数）以下の場合
　　　　　　　　平成26年度までは24万5千円

５割を減額

33万円＋（47万円×被保険者数）以下の場合
　　　　　　　　平成26年度までは45万円

２割を減額

表２　年間の課税額の上限

減額割合 変更前 変更後

医療分 51万円 52万円

後期高齢者
支援金分 16万円 17万円

介護納付金分 14万円 16万円
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事来出のちま
グリーンフェスタ2015
楽しいイベントがいっぱい！

市スポーツ少年団 総合開会式・親子交流大会
スポーツを通じて交流を深めました

　５月３日・４日、夏の始まりを感じる陽気の下、華蔵寺公園で「グリーンフェスタ2015」が開
催されました。園内では、まゆクラフトやマスのつかみ捕り、フェイスペイントなど、さまざま
なイベントが催され、多くの来園者が楽しみました。ステージでは子どもたちのダンスや東京福
祉大学の学生による吹奏楽演奏、ヒーローショーなどが行われ、大いににぎわいました。

　５月10日、初夏の日差しの中、華蔵寺公園で「ミスひまわり写真撮影会」
が開催され、市内外から200人以上のカメラマンが集まりました。午前は伊
勢崎銘仙の着物姿で、午後は華やかな洋服姿で登場したミスひまわりの３
人。園内のツツジや木々、池などを背景にモデルを務め、輝くような笑顔
で多くのカメラマンを魅了していました。

　５月10日、市陸上競技場で「市スポーツ少年団総合開会
式」が開催されました。開会式には44チームの子どもたち
が参加。平成26年度にスポーツ少年団主催の県大会で３
位以内に入ったチーム・選手の表彰式や選手宣誓などが行
われ、子どもたちの堂々とした姿が見られました。
　開会式後に市陸上競技場や市民体育館などで行われた
「親子交流大会」では、種目の垣根を越えて、ミニサッカー
やソフトバレーボール、スポレックテニスなどのレクリエ
ーションスポーツを参加者みんなで楽しみ、交流を深めま
した。

ミスひまわり写真撮影会
太陽のように輝くミスひまわり

ホタルの幼虫を放流
ホタルの光を楽しみに

お菓子で作った模型を展示
おいしそうな模型が完成

　５月１日、境剛志小学校の３年生67人が、総合的な
学習の授業として、境御

おん

嶽
たけ

山
やま

自然の森公園でヘイケボタ
ルの幼虫を放流しました。この日、講師を務めたのは、
ホタルの保護活動などを行う「御嶽山ホタルと川辺の会」
の皆さん。ホタルが舞う様子は、６月初めから７月終わ
りごろまで楽しむことができます。

　５月19日まで、伊勢崎駅前インフォメーションセン
ターで、お菓子で作られた田島弥平旧宅といせさき明治
館の模型が展示されました。模型制作を企画した伊勢崎
青年会議所のメンバーの一人、柳田陽平さんは、「子ど
もから大人まで160人が参加し、楽しみながら作業を行
いました」と模型制作の様子を話してくれました。

ミツバツツジの苗木を配布

はちす保育園の園児による
和太鼓演奏

お茶がおいしいなぁ

どんぐりで人形作り 来園者を魅了した演技

竹馬に乗れたよ！

柿
かき

沼
ぬま

佳
か

那
な

さん

柳
やなぎ

原
はら

瑠
る

偉
い

さん 栗
くり

原
はら

里
り

奈
な

さん

熱心に写真を撮るカメラマン

公園内の池にホタルの幼虫を放流田島弥平旧宅といせさき明治館の模型

白熱するミニサッカー

ドッヂビー

キンボール

きれいにそろって入場行進 力強い選手宣誓
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水防団として
訓練に参加した
市水防団第１中隊第２小隊長

松
まつ

崎
ざき

 真
しん

也
や

さん （下触町）
（市消防団赤堀方面隊第５分団）

参加者の声

私 たちは普段は消防団、風水害のときには水
防団として活動します。今日は『木流し工』

など、河川の増水による堤防の決壊を防ぐための
水防工法の演習に参加しました。この演習のため
に積み重ねた訓練の成果を、万が一風水害が発生
したときには生かしたいです。

ボランティアとして
訓練に参加した
サンデンホールディングス株式会社

橋
はし

本
もと

 正
まさ

広
ひろ

さん （連取町）

参加者の声

水 害時の土のう運びの訓練に参加しました。
周りの人との連携が大切だなと実感しまし

た。会社では消防訓練などを行っていますが、全
体での土のう運びなどはやっていません。会社の
皆さんに水害への意識を高めてもらえるよう、職
場でも活動していきたいです。

ボランティアとして
訓練に参加した
東京福祉大学３年

滝
たき

沢
ざわ

 慧
けい

さん （連取町）

参加者の声

ボ ランティアとして、土のう運びの訓練に参
加しました。思っていたより重く、繰り返

しの作業だったので大変でしたが、みんなで行っ
たため効率よく速く作業を進められました。初め
ての経験でしたが、防災について知る良い機会に
なったので、災害時に役立てたいと思います。

見学に来ていた

関
せき

口
ぐち

 有
ゆ

美
み

さん （境三ツ木）

大
だい

地
ち

くん

見学者の声

地 震体験コーナーや降雨体験コーナーなどで
体験をしてきました。地震体験では、震度

５と６ではこんなに揺れが違うのかと驚きました。
自宅は免震になっていますが、実際に揺れたら家
具がどうなるのかと心配になりました。災害につ
いて考える良い体験ができました。

利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
水
防
演
習
実
施
レ
ポ
ー
ト

第
64
回

１・３群馬県防災ヘリコプ
ター「はるな」による漂流者
の救出訓練／２水防団車両
出動／４太田昭宏国土交通
大臣（中央）・大沢正明群馬
県知事（左）・五十嵐清隆伊
勢崎市長（右）／５市災害時
外国人支援ボランティアお
よび協力者による簡易水防
訓練／６矢内豊伊勢崎市消
防団長／７・ 11ボランティ
アによる土のう運び／８地
震体験車／９炊き出し訓練
／10五徳縫い工／12ＡＥＤ体
験コーナー／13積土のう工
／14開会式／15月の輪工

TOPICS
　
５
月
16
日
、
島
村
渡
船
乗
り
場
周
辺
を
会
場
に
、
第
64
回
利
根
川
水

系
連
合
・
総
合
水
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
出
水
期

を
前
に
、
水
防
の
重
要
性
の
周
知
と
水
防
団
の
士
気
高
揚
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
利
根
川
流
域
の
関
東
５
県
で
毎
年
会
場
を
変
え
て
実
施
さ

れ
、
伊
勢
崎
市
で
同
演
習
が
行
わ
れ
た
の
は
10
年
ぶ
り
。
演
習
に
は
市

消
防
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
た
ほ
か
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
見
学
者
が
訪
れ
、
訓
練
を
通
し
て
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
演
習
の
様
子
を
、
写
真
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）
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１

２３

水防一口メモ

　洪水時の河川の水
位は、それぞれ名称
と危険度レベルが決
まっています。
　今回の演習では、
次第に利根川の水位
が高くなることを想
定して、訓練が進め
られました。

水位の名称と危険度レベル

2

水防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

堤　防

はん濫の
発生水位

レベル

（危険）

5

4

（警戒）3

（注意）

1

らん



情報掲示板

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

2015年（平成27年）6月1日号 14広報いせさき　No.25115 14

　道路上の電柱や街路樹などに掲示された、
貼り紙、貼り札などの違反簡易広告物を撤
去する活動に、ボランティアとして協力し
てくれる団体を募集しています。良好な景
観づくり、安心・安全なまちづくりのため、
皆さんの力を貸してください。
活�動期間　登録の日から平成28年６月30日�
（木）まで
　※登録を更新することもできます
対�象　20歳以上の人が２人以上いる市内の
団体で、撤去した広告物の一時保管場所
がある団体
申�し込み　申請書に必要事項を記入の上、
必要書類を添付して直接または郵送で都
市計画課へ
　�※申請書は都市計画課にあります。市ホ�
ームページからダウンロードもできます
　�※詳しくは問い合わ
せてください
宛�先　〒372−8501　�
（住所不要）　市役所
都市計画課
問�い合わせ　都市計画
課（☎27−2767）

献血にご協力ください
全血献血（200ml・400ml）

期日　６月17日（水）
時間・会場・問い合わせ
●午前９時30分～11時＝赤堀支所（☎62−1151）
●午後１時～２時＝殖蓮公民館（☎26−4560）
●午後３時～４時＝三郷公民館（☎23−1952）

　５月１日、本市の国勢調
査実施本部を、市役所内に�
設置しました。
　平成27年国勢調査は、
本年10月１日現在の全て
の世帯を対象に行われる５年に一度の調査です。
今回の調査は、従来の調査票だけでなく、パソコ
ンやスマートフォンからインターネットによる回
答ができるようになります。
　調査結果は、社会福祉、雇用対策、生活環境の
整備など、私たちの暮らしのために役立てられま
す。皆さんのご協力をお願いします。
問い合わせ　国勢調査実施本部（情報政策課内、☎
　27−2710）

た
り
月
額
５
千
円
を
支
給
）の
受

給
者
は
除
き
ま
す

対
象
児
童　
平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

※
特
例
給
付
受
給
者
は
除
き
ま
す

支
給
額　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

３
千
円（
１
回
限
り
）

※
10
月
以
降
、
指
定
の
口
座
へ
の

振
り
込
み
と
な
り
ま
す

取
引
・
証
明
用
は
か
り
の

定
期
検
査
を
行
い
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
（20）
７
３
０
０
）

　
本
年
度
の
取
引
・
証
明
用
は
か

り
の
定
期
検
査
は
、
北
・
南（
今

泉
町
二
丁
目
は
除
き
ま
す
）・
宮

郷
・
名
和
・
豊
受
地
区
の
事
業
者

が
対
象
で
す
。
適
正
な
計
量
の
た

め
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

●
６
月
19
日（
金
）・
22
日（
月
）・

26
日（
金
）＝
北
公
民
館

●
６
月
23
日（
火
）＝
名
和
公
民
館

●
６
月
24
日（
水
）＝
豊
受
公
民
館

●
６
月
25
日（
木
）＝
宮
郷
公
民
館

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

検
査
の
対
象

●
商
店
、
工
場
な
ど
で
取
引
に
使

用
す
る
は
か
り

●
病
院
、
薬
局
、
診
療
所
な
ど
で

薬
の
調
剤
に
使
用
す
る
は
か
り

●
農
業
、
農
協
な
ど
で
農
産
物
の

児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
受
給
要
件
を
確
認
す

る
た
め
、
児
童
手
当
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

上
、
６
月
中
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
申
請
の
受
け
付
け

子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

　
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
子

育
て
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
人
に
は
、
案
内
を
郵
送
し
ま

す
。
児
童
手
当
現
況
届
と
併
せ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
に
は
、
職
場
か
ら

申
請
案
内
が
あ
り
ま
す

期
間　
６
月
１
日（
月
）か
ら
12
月

１
日（
火
）ま
で

支
給
対
象　
平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当
受
給
者

※
特
例
給
付（
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
以
上
の
人
に
児
童
１
人
当

取
引
に
使
用
す
る
は
か
り

●
そ
の
ほ
か
、
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
は
か
り

市
・
県
民
税
の
減
免

市
民
税
課（
☎
（27）
２
７
１
７
）

　
特
別
な
理
由
で
市
・
県
民
税
の

納
税
が
困
難
な
人
は
、
各
納
期
限

の
７
日
前
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

減
額
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

　
労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
）更
新

の
申
告
・
納
付
時
期
は
７
月
10
日

（
金
）ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７
ー
２
１
０
ー
５
０
０
１
）

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

社
会
福
祉
課（
☎
（27）
８
８
０
８
）

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
人
に
は
、
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象　
平
成
27
年
１
月
１
日
に
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、

平
成
27
年
度
の
市
・
県
民
税（
均

等
割
）が
非
課
税
の
人

※
市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
人
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す

支
給
額　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
６
千
円（
１
回
限
り
）

お
知
ら
せ

　
４
月
９
日
付
で
変
更
に
な
っ
た

事
業
計
画
の
概
要
を
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　
事
業
終
了
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　
区
画
整
理
課

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　
6
月
19
日（
金
）

時
間　
午
前
10
時
開
始

会
場　
茂
呂
小
学
校

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
前
9
時
30
分

か
ら
9
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ
相
談

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
、 

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、 

専
用
電
話「
子
ど
も
の
人
権
１
１ 

０
番（
☎
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー

１
１
０
）」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
か
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
次
の
期
間
は
強
化
週
間
と
し
て
、

時
間
を
延
長
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　
６
月
22
日（
月
）か
ら
28
日

（
日
）ま
で

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時※
27
日（
土
）・
28
日（
日
）は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

催
し

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

期
日　
６
月
28
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
文
化
会
館

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

演
題　
笑
顔
で
楽
し
く
安
全
に
！

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

す
す
め

講
師　
保ほ

泉ず
み

里さ
と

美み

さ
ん（
鶴
谷
病

院
看
護
部
長
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
８
日（
月
）か
ら

23
日（
火
）ま
で
に
電
話
、
ま
た
は

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
人 

権
課（
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
人
権
課
、 

（23）
９
８
０
０
、Jinken@

city. 
isesaki.lg.jp

）へ

少
年
の
主
張�

伊
勢
崎
市
大
会

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

　
市
内
の
各
中
学
校
・
中
等
教
育

学
校
の
代
表
者
が
、
普
段
の
生
活

の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
将
来

の
夢
な
ど
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
ま
す
。

期
日　
６
月
27
日（
土
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場　
市
民
プ
ラ
ザ

入
場
料　
無
料

相
川
考
古
館�

こ
と
は
に
塾

文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

期
日　
６
月
14
日（
日
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
相
川
考
古
館（
三
光
町
）

演
題　
歌
舞
伎
十
八
番（
続
）

講
師　
酒
井
高た

か

子こ

さ
ん（
古
典
芸

能
解
説
者
）

入
館
料　
５
０
０
円

※
小
・
中
学
生
は
２
０
０
円

※
資
料
代
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
相
川
考
古
館（
☎

（25）
０
０
８
２
）

平成27年国勢調査実施本部を設置

放射線量４月・５月の測定結果
　学校や公園など、市内57カ所の定点測定地点に
おいて、測定値が除染の要件（毎時0.23マイクロ
シーベルト）を超えた場所はありませんでした。測
定地点と測定値の詳細は、市ホームページで確認
できます。
問い合わせ　環境保全課（☎27−2733）

違反簡易広告物除却活動団体を
募集します

茂
呂
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
の
長
期
縦
覧

区
画
整
理
課（
☎
（27）
２
７
７
０
）

電柱の貼り紙の
除去作業

献　血
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　８月のいせさきまつりに向けて、ダンピアい
せさきの講習会を開催します。みんなで踊って
いせさきまつりを盛り上げましょう。
期日・会場
●６月25日（木）＝市民プラザ
●７月�９日（木）＝絣の郷（円形交流館）
●７月21日（火）＝市民プラザ
●７月30日（木）＝絣の郷（円形交流館）
●８月�４日（火）＝市民プラザ
時間　午後７時開始
参加料　無料
用意する物　上履き・タオル
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　文化観光課（☎27−2758）

いせさきまつり

ダンピアいせさき講習会

夏色の寄せ植え教室
期日　７月３日（金）
時間　午前９時30分～11時30分
会場　殖蓮公民館
対象　市内に在住または在勤の人
定員　24人（先着順）
内容　暑さに強い季節の花や葉物植物で寄せ植えを作ります
参加料　2,500円（材料費）
申�し込み・問い合わせ　６月９日（火）から直接または電話で殖蓮公�
民館（☎26−4560）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆�

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ダ
ン
ス
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

期
日　
７
月
３
日（
金
）・
17
日（
金
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
華
蔵
寺
公
園
・
殖
蓮
公
民

館対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
50
歳
以
上
の
人

定
員　
18
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
10
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
殖

蓮
公
民
館
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

期
日　
６
月
20
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　
市
内
に
在
住
の
妊
婦
で
、

検
診
で
異
状
が
な
く
、
運
動
を
止

め
ら
れ
て
な
い
人

定
員　
８
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
13
日（
土
）午
前

10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

期
日　
６
月
23
日
か
ら
７
月
14
日

ま
で
の
火
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
16
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
９
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

草
木
染
め
を
楽
し
も
う

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　
７
月
14
日（
火
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
草
木
染
め
で
ス
カ
ー
フ
を

染
め
ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
６
月
16
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
あ
ず

ま
公
民
館
へ

季
節
の
野
菜
で
体
の
中
か
ら

美
し
く北

公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　
６
月
17
日（
水
）

時
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
25
人（
先
着
順
）

内
容　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
季

節
の
野
菜
の
講
義
と
試
食

参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
６
月
８
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
北
公
民
館
へ

は
じ
め
て
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　
６
月
18
日（
木
）・
７
月
２

日（
木
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公

園対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
50
歳
以
上
の
人

定
員　
各
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
10
日（
水
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
レ
イ
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　
７
月
１
日（
水
）

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
16
人（
先
着
順
）

内
容　
ハ
ー
ブ
の
香
り
が
す
る
粘

土
で
バ
ラ
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
６
月
16
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
北
公

民
館
へ

講
座

境采女公民館の一時閉鎖に伴い
事務室を移転します
　耐震工事のため、境采女公民館を一時閉
鎖します。６月１日（月）に、境采女公民館
事務室が境総合文化センター１階に移転し
ます。電話番号に変更はありません。
問い合わせ　境采女公民館（☎76−0013）

囲
碁
入
門

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

　
８
月
の
い
せ
さ
き
ま
つ
り
で
、

民
踊
流
し
を
た
く
さ
ん
の
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
時
間
・
会
場

●
６
月
12
日（
金
）午
後
２
時
開
始

＝
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

●
６
月
28
日（
日
）午
前
10
時
開
始

＝
市
民
プ
ラ
ザ

●
７
月
７
日（
火
）午
後
７
時
開
始

＝
三
郷
公
民
館

●
７
月
23
日（
木
）午
後
７
時
開
始

＝
市
民
プ
ラ
ザ

●
８
月
３
日（
月
）午
後
２
時
開
始

＝
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

内
容　
伊
勢
崎
ば
や
し
、
か
ら
り

こ
節
、
赤
城
山
音
頭

参
加
料　
無
料

用
意
す
る
物　
上
履
き
・
う
ち
わ

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

粋
に
着
こ
な
そ
う
！

ゆ
か
た
の
着
付
け
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

期
日　
７
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
名
和
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
女
性

定
員　
12
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
17
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
お
て
て
サ
イ
ン

講
座殖

蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

期
日　
６
月
17
日
・
７
月
15
日
・

８
月
19
日
の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
殖
蓮
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
６
カ
月
以

上
１
歳
６
カ
月
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員　
15
組（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　
６
月
９
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
殖
蓮

公
民
館
へ

は
じ
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

期
日　
６
月
29
日
・
７
月
６
日
・

13
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
８
時

会
場　
殖
蓮
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動

方
法
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
10
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
殖

蓮
公
民
館
へ

か
ん
た
ん
ヨ
ガ
教
室

名
和
公
民
館（
☎
（32）
０
０
３
４
）

期
日　
６
月
22
日
・
29
日
・
７
月

６
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
名
和
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
家
庭
で
で
き
る
体
の
ほ
ぐ

し
方
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
11
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
名

和
公
民
館
へ

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　
６
月
22
日
・
29
日
・
７
月

６
日
の
月
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員　
20
組（
先
着
順
）

内
容　
リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
、
工
作
な
ど
を
行
い

ま
す

参
加
料　
２
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　
６
月
10
日（
水
）午
前

10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
あ
ず

ま
公
民
館
へ

い
せ
さ
き
ま
つ
り

民
踊
流
し
講
習
会

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●

●

６月

６月

20日（土）

21日（日）

三和水工　　　☎32−0575

須田設備工業　☎62−2349

●

●

６月

６月

27日（土）

28日（日）

豊鉄水工業　☎32−1526

丸橋設備　　☎25−2412

　市役所東館１階市民ホールで、市民の皆さんが

気軽に音楽を楽しめるランチタイムコンサートを

開催しています。クラシック音楽、ピアノ演奏、

合唱などで憩いのひとときを提供してくれる出演

者を募集します。

　�※演奏にはグランドピ

アノを使用できます

期日　７月22日（水）

時間　午後０時15分～０時45分

申�し込み・問い合わせ　６月15日（月）までに直接�

行政課（☎27−�2702）

出演者募集♪
市民ホール市民ホール ランチタイムコンサートランチタイムコンサート
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情報掲示板

有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。19

18歳から39歳までの人は
コスモス健診を受けましょう

　生活習慣病を予防するためには、若いうちから健
康チェックをすることが大切です。年に一度は健診
を受けましょう。
　�※健診中、子どもを一時的に預けることができま
す。希望する場合は相談してください

期日・会場・時間

対�象　市内に在住で昭和51年４月１日から平成10年�
３月31日までに生まれた人

　�※受診日までに市外へ転出した場合は受けられま
せん

定�員　1,500人（先着順）
内�容　問診、身体計測、体脂肪測定、尿検査、血圧
測定、診察、血液検査、心電図検査、健康相談

受診料　1,000円
申�し込み　６月10日（水）から直接または電話で各保
健センターへ

期日 会場・問い合わせ 受付開始時間
９月14日（月）

健康管理センター
（☎23−6675）

午前
９時30分・10時・
10時30分・11時
午後
１時30分・２時・
２時30分・３時

　�※９月17日（木）・
　10月２日（金）は
　午前中だけです

９月15日（火）
９月16日（水）
９月17日（木）

９月18日（金）境保健センター（☎74−1363）
９月25日（金）あずま保健センター（☎62−9918）
10月１日（木）赤堀保健福祉センター

（☎20−2210）10月２日（金）

平成27年度所得証明書を発行
　平成27年度の所得証明書を６
月９日（火）から発行します。市・
県民税の全額を給与から差し引い
て納めている人には、既に発行し
ています。
問�い合わせ
　市民税課（☎27−2717）

カ
ン
フ
ー
・
太
極
扇
・
太
極
拳
教
室

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（74）
１
１
１
３
）

期
日　
７
月
12
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　
境
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
６
月
11
日（
木
）か
ら

７
月
９
日（
木
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務

所（
境
公
民
館
内
）へ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
６
月
21
日（
日
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に

登
録
し
て
い
る
人

種
目

●
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
＝
18
歳
以
上
の

女
性
４
人

●
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
＝
40
歳
以
上
の

女
性
４
人

●
ト
リ
ム
Ａ
＝
18
歳
以
上
の
男
女

各
２
人

●
ト
リ
ム
Ｂ
＝
40
歳
以
上
の
男
女

各
２
人

※
各
種
目
８
チ
ー
ム
ま
で
参
加
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
す

参
加
料　
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
６
月
12
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日�

県
民
無
料
招
待

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

　
１
人
２
ゲ
ー
ム
ま
で
無
料
で
楽

し
め
ま
す
。

期
日　
６
月
22
日（
月
）

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
６
月

21
日（
日
）も
無
料
で
す

時
間　
オ
ー
プ
ン
～
午
後
５
時

会
場　
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
に

加
盟
し
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

※
貸
靴
代
が
別
途
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協 

会（
伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル
内
、

☎
（26）
１
２
２
５
）

市
民
の
善
意

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
境
剛
志
小
学
校
平
成
26
年
度
卒

業
生
一
同
か
ら
同
校
へ
学
校
名
看

板
１
基

♥
広
瀬
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業

生
一
同
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
同
校
へ
テ

ン
ト
１
張

♥
南
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業
生

一
同
か
ら
同
校
へ
テ
ン
ト
天
幕
一
式

♥
茂
呂
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業

生
一
同
か
ら
同
校
へ
屋
外
用
電
波

時
計
１
台

♥
殖
蓮
第
二
小
学
校
平
成
26
年
度

卒
業
生
一
同
か
ら
同
校
へ
両
面
回

転
脚
付
黒
板
２
台

♥
豊
受
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業

生
一
同
か
ら
同
校
へ
児
童
玄
関
用

電
波
時
計
２
台

♥
境
東
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業

生
一
同
か
ら
同
校
へ
杉
３
本

♥
昭
友
会
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ

10
万
２
１
７
６
円

ス
ポ
ー
ツ

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています
☎24－5780　　 http://isesaki-auto.jp/

◆飯塚オート場外発売

◆第37回東京スポーツ杯争奪戦
　（ナイター開催）

◆浜松オート場外発売

6/９・10・11・12

6/13・14・15・16
6/13・14・15・16

◆山陽オート場外発売　特別ＧⅠ共同通信社杯
　プレミアムカップオートレース

◆船橋オート場外発売

6/17・18・19・20・21
6/23・24・25・26

6/14キッズバイク教室
詳しくは で 検索伊勢崎オートキッズバイク

広
告
の
ペ
ー
ジ



2015年（平成27年）6月1日号 20

●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S
2015年

５
月
１
日
現
在

●
人
口
	
211,124人

●
世
帯
数
	
84,269戸

2015. 6
.1

N
o.251

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは14ページへ

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月４回
●活動場所は？
▶あずま公民館
●メンバーは？
▶31人

　モットーは「寝たきりにならないため」。リズムに合わせて体
を動かしながら、リンパのストレッチや腹筋・背筋の筋力トレ
ーニングなどを行い、楽しく元気に活動中。指先を使った脳の
トレーニングや、下半身の筋力トレーニングなども取り入れて
います。活動を始めてまだ１カ月のサークルですが、「肩が上
がるようになった」「膝の調子が良くなった」など、早速効果が
表れ始めています。

サークル名 	 ストレッチ体操	ひまわり

　ことしから伊勢崎市役所に
入職し、広報課に配属された
私にとって、新しい経験ばか
りで、あっという間の２カ月
でした。「グリーンフェスタ
2015」や「ミスひまわり写真
撮影会」の取材では、いまだ
慣れない写真撮影に戸惑い、
先輩や周りの人たちからカメ
ラの使い方を教えてもらう始
末…。
　まだまだ未熟な私ですが、
これからどんどん取材に行っ
て、カメラにも仕事にも慣れ
ることができるように頑張っ
て行きます！　どうかよろし
くお願いします。　　　（は）
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第
３
回

伊
勢
崎
織
物
の
功
労
者

　
太ふ

と

織お
り

か
ら
始
ま
り
、
銘
仙
で
花

開
い
た
伊
勢
崎
織
物
は
、
大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
黄
金

期
を
迎
え
ま
す
。
最
盛
期
に
は
、

伊
勢
崎
銘
仙
は
全
国
の
銘
仙
の
生

産
量
の
半
分
近
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
発
展
の
陰

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。
市
内
に
は
そ
れ
ら

の
人
々
を
た
た
え
る
碑
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
伊
勢
崎
織
物
協
同
組
合（
曲
輪

町
）に
は
、
下し

も

城じ
ょ
う

弥や

一い
ち

郎ろ
う

と
森も

り

村む
ら

熊く
ま

蔵ぞ
う

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
二

人
は
伊
勢
崎
織
物
の
品
質
を
維
持

す
る
た
め
、
明
治
13
年（
１
８
８ 

０
年
）、
織
物
関
係
者
と
共
に
伊

勢
崎
太
織
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

弥
一
郎
は
明
治
15
年
に
30
歳
の
若

さ
で
社
長
に
な
る
と
、
織
物
の
品

質
と
染
色
技
術
の
向
上
に
努
め
、

明
治
19
年
に
は
伊
勢
崎
織
物
講
習

所（
現
在
の
伊
勢
崎
工
業
高
校
の

前
身
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
弥
一
郎
と
熊
蔵
は
、
織
物
に
使

う
糸
を
め
ぐ
っ
て
一
時
期
は
対
立

し
ま
す
が
、「
伊
勢
崎
織
物
の
発

展
を
願
う
気
持
ち
は
一
つ
」と
し

て
和
解
し
、
明
治
27
年
、
伊
勢
崎

織
物
商
工
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

二
人
は
伊
勢
崎
織
物
の
発
展
に
尽

力
し
、
そ
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
マ
チ
は
弘
化
４
年（
１
８ 

４
７
年
）、
そ
れ
ま
で
縞し

ま

模
様
が

一
般
的
だ
っ
た
伊
勢
崎
太
織
に
、

「
十
字
」や「
井い

桁げ
た

」の
模
様
を
織
り

込
む
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
マ

チ
が
考
案
し
た
技
術
で
織
ら
れ
た

織
物
は「
大お

お

絣か
す
り

」と
呼
ば
れ
、
伊
勢

崎
織
物
の
デ
ザ
イ
ン
性
を
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
下
道
寺

町
の
旧
国
道
３
５
４
号
線
沿
い
に

は
、
伝
統
技
術
の
承
継
を
祈
る
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。

◀伊勢崎織物協
同組合（曲輪町
31番地１）の敷
地内に建つ下城
弥一郎の碑（左）
と森村熊蔵の碑

（右）

◀伊勢崎織物の発展の歴
史が刻まれた大絣発祥の
地碑

下城弥一郎　嘉永６年（1 
853年）下植木村（現在の
下植木町）生まれ
森村熊蔵　嘉永３年（18 
50年）上武士村（現在の境
上武士）生まれ
鈴木マチ　文政９年（18 
26年）豊受村大字馬見塚

（現在の馬見塚町）生まれ

第四中学校

馬見塚町

大絣発祥の地碑

旧国道354号線

案内図 N


